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第 2 章ではシクロデキストリンのもつ 1 級水酸基を水素原子で置換した 6 ーデオキシシクロデキス
トリンを用いてポリウレタン樹脂を合成し，その性能評価を行っている。その結果，気相では脂肪族
炭化水素に対して保持力の増大を認め，一方水相では未修飾のシクロデキストリンを含む樹脂とほぼ
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等しい性能を示すことを見出している。
第 3 章ではシクロデキストリンをポリアクリルアミド或いはアガロースゲル上ヘ固定化しベンゼン
誘導体の位置異性体の分離能について水を移動相として検討を行っている。その結果，パラ体が最も
強くゲル上に保持されることを確認し，このゲルが液体クロマトグラフ用の充填剤としてすぐ・れた性
能を示すことを見出している。
以上のように，シクロデキストリンを固定化または不溶化することにより合成した樹脂は新しい選
択的分離捕集剤として分析化学或いは環境分析化学における応用が充分可能で、あるとの結論を得てい
る。
論文の審査結果の要旨
シクロデキストリンは各種有機化合物と包接体を形成することが知られている。本論文はシクロデ
キストリンを高分子上に固定化することによりシクロデキストリンのすぐれた包接能を生かした新し
い選択的分離捕集剤を合成し，その性能を明らかにすることを目的として行った研究結果をまとめた
もので，その主要な成果は次の通りである。
(1) 水溶性に富み有機溶媒に難溶性であるため従来高分子化が非常に困難であったシクロデキストリ
ンをピリジン等を溶媒とする縮重合法で、ポリウレタン化し，不溶性樹脂を得ることに成功している。
(2) ガスおよび液体クロマトグラフイーによってこの樹脂の諸特性を評価し，この樹脂は特に芳香族
化合物の分離捕集剤として有用であることを見出し，従来の多孔性樹脂と比較してより選択性に富
むことを明らかにしている。
(3) 吸脱着実験の詳細な検討によってこの樹脂のすぐれた選択性はシクロデキストリンの空孔の寄与
によるものであることを明らかにしている。
:4) ポリアクリルアミド或いはアガロースゲル上にシクロデキストリンを固定化する手法を完成し，
液体クロマトグラフ用の新しい充填剤を合成している。
以上のように本論文は新しいシクロデキストリン樹脂を合成してその性能を検討し，新しい分離捕
集剤としての応用面を開拓したもので，分析化学，環境分析化学の分野における学術的ならびに工学
的貢献が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める口
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